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金
原
の
蛇
池

き
ん
ば
ら

本
巣
市
金
原

　今号と次号Vol.80の２回にわたって、
「歴史記録　輪中堤の変遷」を特集いた
します。
　なお、この資料は、創刊号からの全て
が木曽川文庫ホームページよりダウン
ロードできます。

編集後記

表紙写真
上
「根尾川」
　山口地先の用水取水堰。席田用水・真桑用水などの統
合取水施設。

中
「席田用水」
　文殊地区を流れる席田用水。かつて根尾川本流であっ
た糸貫川筋である。

下
「根尾川」
　木知原地先。清流・根尾川は、鮎釣りのシーズンには多
くの釣人で賑わう。

●訂正とお詫び
弊誌Vol .78の表紙写真「羽根谷巨石積み堰堤」の解
説に「デ・レーケの指導によって造られた」としています
が、写真の堰堤は近年造られたものでした。訂正してお
詫び致します。

平成23年
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地域の歴史

地域の治水・利水施設

歴史記録

研究資料

木曽川支流・根尾川の上流に
発展してきた本巣市

根尾川上流部の利水・席田用水と
真桑用水の水争い

輪中の定義と成り立ち

輪中堤の変遷　第一編

伊藤　隆彦

木曽三川を渡ってきた弥富の金魚

Johannis de Rijke の日本語表示については、
かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、
「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・
レイケ」と表記しています。

昔
、
金
原
村
に
あ
っ
た
蛇
池
の
近
く
に
、
佐
太
郎
と
い
う
鉄
砲
う
ち
の
名
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
が
深
ま
り
、
柿
が
色
づい
て
き
た
あ
る
日
の
夕
方
、
佐
太
郎
が
戸
口
を
見
や
る
と
、
大
き
な
猿
が

柿
を
食
い
荒
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
柿
を
全
部
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
思
った
佐
太
郎
は
、
急
い
で
鉄
砲
を
猿
に
向
け
ま
し
た
。

「
ひ
と
の
柿
を
盗
む
な
」
佐
太
郎
が
ど
な
る
と
、
猿
は
あ
わ
て
る
様
子
も
な
く
、

「
わ
し
は
、
蛇
池
の
主
じ
ゃ
」
と
う
そ
ぶ
き
、
柿
を
食
べつ
づ
け
ま
す
。

あ
ま
り
の
乱
暴
ぶ
り
に
、
怒
っ
た
佐
太
郎
は
、
つい
に
引
き
金
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
空
が
に
わ
か
に
暗
く
な
り
、
暗
雲
の
な
か
か
ら
、

「
佐
太
郎
、
な
ぜ
、
池
の
主
を
撃
っ
た
」
と
ど
な
り
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

「
わ
し
は
息
た
え
る
と
も
、
こ
の
恨
み
は
忘
れ
ん
ぞ
。
こ
れ
よ
り
の
ち
、
お
前
の
家
の
作
物
は
、
き
っ
と

カ
マ
ス
に
つ
め
ろ
。
カ
マ
ス
に
つ
め
な
い
と
、
お
前
の
家
が
滅
び
る
ぞ
」

叫
び
声
と
と
も
に
、
猿
は
蛇
に
姿
を
変
え
て
、
池
に
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
佐
太
郎
の
家
で
は
、
代
々
、
田
畑
で

と
れ
た
物
は
、
必
ず
カ
マ
ス
に
つ
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
し
き
た
り
は
、
先
代
ま
で
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
農
業
を
止
め
た
の
で
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

蛇
池
は
、
昔
よ
り
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
、
雨
が
ど
れ
だ
け
降
って
も
溢
れ

る
こ
と
が
な
く
、
日
照
り
が
長
く
続
い
て
も
水
が

枯
れ
る
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。

＊
カ
マ
ス…

む
し
ろ
を
二
つ
折
り
に
し
、

縁
を
縫
い
と
じ
た
袋
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木
曽
川
支
流
・
根
尾
川
の
上
流
に

発
展
し
て
き
た
本
巣
市

根
尾
川
上
流
に
沿
っ
て
広
が
る
本
巣
市
の
中
央
部

本
巣
地
域（
旧
本
巣
町
）
は
、
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が

山
地
で
占
め
ら
れ
、
根
尾
川
扇
状
地
の
扇
頂
部
に

集
落
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
岐
阜
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

麓に多くの古墳が見つかっている大平山
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岐
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１

地
域
の
歴
史

を
起
点
に
根
尾
樽
見（
所
要
時
間
約
一
時

間
）
に
至
る
第
３
セ
ク
タ
ー
樽
見
鉄
道
が

南
北
に
縦
断
し
、
住
民
の
通
勤・
通
学
な
ど

日
常
の
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
巣
市
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
本
巣

郡
本
巣
町
・
真
正
町
・
糸
貫
町
・
根
尾
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
旧

三
町
一
村
の
う
ち
根
尾
村
に
つ
い
て
は
第

四
五
号
で
特
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

は
本
巣
市
の
中
央
部
に
あ
た
る
旧
本
巣
町

（
以
下
本
巣
地
域
）
を
中
心
に
取
上
げ
ま
す
。

先
史
か
ら
古
代
の
本
巣
地
域

　

本
巣
地
域
の
東
南
部
の
新
村
地
区
か
ら
、

縄
文
時
代
の
有ゆ
う
ぜ
つ
せ
ん
と
う
き

舌
尖
頭
器
や
石せ
き
ぞ
く鏃
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
文も
ん
じ
ゅ殊
地
区
か
ら
縄

文
時
代
の
磨ま
せ
い
せ
き
ふ

製
石
斧
や
石
槍
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
の
遺
物
は
極
め

て
少
な
く
、
稲
作
の
伝
播
に
よ
っ
て
人
々

が
、
採
集
生
活
に
適
し
た
山
裾
を
離
れ
、

平
低
地
に
移
動
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。
稲
作
が
進
み
集
落
が
大
規
模
化
す
る

に
従
い
、
集
落
間
で
抗
争
が
起
こ
り
、
よ
り

本
巣
市
中
央
部
の
旧
本
巣
町

　

本
巣
市
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
の
ほ
ぼ
中

央
か
ら
北
端
に
位
置
し
、
根
尾
川
の
水
源
地

と
な
っ
て
い
る
北
部
の
山
間
部
と
、
根
尾
川

が
平
野
部
に
流
れ
て
形
成
し
た
扇
状
地
か
ら

成
る
東
西
約
一
七
㎞
、
南
北
約
四
三
㎞
の
南

北
に
細
長
い
地
域
で
す
。
北
は
福
井
県
大
野

市
に
、
西
は
根
尾
川
を
は
さ
ん
で
揖
斐
郡
揖

斐
川
町・
大
野
町
、
東
は
岐
阜
市
、
山
県
市

及
び
関
市
、
南
は
瑞
穂
市
及
び
本
巣
郡
北
方

町
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
な
道
路
は
、
市
内
を
南
北
に
縦
断
す

る
国
道
一
五
七
号
を
基
軸
と
し
て
、
東
西
に

横
断
す
る
国
道
三
〇
三
号・
四
一
八
号
、
主

要
地
方
道
関
本
巣
線
、
岐
阜
大
野

線
、
岐
阜
関
ヶ
原
線
で
骨
格
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
本
巣
市
役
所
か

ら
は
、
岐
阜
市
ま
で
車
で
二
〇
分

ほ
ど
、
大
垣
市
ま
で
は
三
〇
分
ほ

ど
で
、
ま
た
、
名
古
屋
の
中
心
部

ま
で
一
時
間
二
〇
分
ほ
ど
で
す
。

鉄
道
は
、
大
垣
駅（
Ｊ
Ｒ
大
垣
駅
）

大
き
な
地
域
集
団

へ
と
変
化
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
集

団
の
支
配
者
は
、

地
方
の
豪
族
と
し

て
、
よ
り
大
き
な

力
を
持
っ
た
畿
内

の
勢
力
で
あ
る
大

和
朝
廷
の
勢
力
下

に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
富
と
力
が
増

大
し
た
大
和
朝
廷

の
支
配
者
は
、
そ

の
強
大
さ
を
示
す

大
き
な
古
墳
を
建

造
し
ま
し
た
。
や

が
て
支

配
下
に

あ
っ
た
地
方
豪
族
も
こ
れ
に
な

ら
っ
て
古
墳
の
建
造
を
行
い
ま

し
た
。
本
巣
地
区
に
は
、
大
平

山
の
南
側
丘
陵
地
に
宝
珠
古
墳・

文
殊
古
墳
な
ど
六
～
七
世
紀
後

半
に
築
か
れ
た
い
く
つ
か
の
古
墳
が
あ
り
、

中
で
も
文
殊
古
墳
は
直
径
六
〇
ｍ
・
高
さ

四
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
こ
の
地
域
一
帯

の
古
墳
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。
文
殊
古

墳
の
西
方
の
八
幡
神
社
裏
山
古
墳
は
直
径

三
〇
ｍ
の
円
墳
で
前
期
の
古
墳
と
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
奈
良
尾
神
社
の
裏
山
に
は

法
林
寺
古
墳
群
が
あ
っ
て
、
一
様
に
横
穴

式
石
室
を
持
つ
後
期
の
古
墳
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

や
が
て
大
和
朝
廷
の
支
配
は
全
国
に
及

び
、
中
央
集
権
的
な
権
力
構
造
を
築
い
て

い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
地
方
は
、
国
・
郡
・

里（
後
に
郷
）
の
制
度
に
組
み
込
ま
れ
ま
し

た
。
東
大
寺
正
倉
院
に
残
さ
れ
た
戸
籍
の

中
に「
御
野
国
本
簾
郡
栗
栖
里
大
宝
弐
年
戸



ホタル公園（文殊） セメント工場（山口）

日置付近の根尾川

山口城址

地
域
の
歴
史
2

籍
」
が
あ
り
、
大
宝
二
年（
七
〇
二
）
時
点

で
の
美
濃
国
本
巣
郡
の
存
在
が
裏
づ
け
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に『
和
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』
に

は
本
巣
郡
に
は
八
つ
の
郷
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
鹿か
た
ち立
郷
が
、
文

殊
・
山
口
辺
り
に
存
在
し
た
と『
濃
飛
両
国

通
史
』
で
は
推
定
し
て
い
ま
す
。

古
田
織
部
生
誕
の
地
・
山
口

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
本
巣
地
域

に
つ
い
て
は
、
荘
園
名
な
ど
の
史
料
は
少

な
く
、
領
主
関
係
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
室
町
時
代
に
は
美
濃

国
守
護
で
あ
る
土
岐
氏
や
そ
の
配
下
の
斉

藤
氏
の
勢
力
が
当
地
に
も
及
ん
で
い
ま
し

た
。

　

戦
国
時
代
末
期
に
織
田
信
長
が
美
濃
を

支
配
下
に
収
め
る
と
、
当
地
は
北
方
城
主

安
藤
守も
り
な
り就
の
領
地
と
な
り
、
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
守
就
失
脚
後
に
は
稲
葉
一い
っ
て
つ鉄

の
支
配
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　

天
文
一
三
年（
一
五
四
四
）
本
巣
地
域
の

山
口
城
で
古
田
織
部
重し
げ
な
り然

が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
重
然
は
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・

徳
川
家
康
に
仕
え
た
戦
国
武
将
で
、
武
人

と
し
て
戦
勲
を
挙
げ
る
一
方
で
、
茶
人
と

し
て
も
頭
角
を
現
し
、
千
利
休
の
死
後
は

そ
の
後
継
者
と
し
て「
天
下
の
茶
人
」
と
称

さ
れ
ま
し
た
。
古
田
織
部
が
指
導
し
て
作

ら
せ
た
茶
器
は「
織
部
好
み
」
と
呼
ば
れ
、

鮮
や
か
な
色
彩
と
歪
み
を
合
わ
せ
持
つ
大

胆
で
斬
新
な
作
風
が
、
世
界
的
に
大
き
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
領
主
と
産
業

　

織
し
ょ
く
ほ
う豊

時
代
か
ら
多
く
の
武
将
に
よ
る
分

割
統
治
下
に
あ
っ
た
美
濃
国
は
、
関
ヶ
原

の
戦
い
で
西
軍
に
付
い
た
領
主
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
細
か
く
分
割
さ
れ

て
支
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本

巣
地
域
も
、
代
官
支
配
の
幕
府
直
轄
地・
大

垣
藩
領
・
旗
本
領
な
ど
に
分
割
さ
れ
ま
し

た
。
南
部
の
文
殊
村・
法
蓮
寺
村
は
、
織
田

長
孝
の
領
地
で
し
た
が
、
そ
の
後
加
納
藩

に
組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
文
治
に
よ
っ
て

旗
本
戸
田
氏
領
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
く

南
部
の
曾そ

い井
村
は
、
尾
張
藩
家
老
石
河
氏

の
所
領
で
し
た
。

　

寛
永
一
二
年（
一
六
三
五
）
領
地
替
え

に
よ
っ
て
大
垣
藩
主
に
転
封
さ
れ
た
戸
田

氏
鉄
は
、
領
地
で
あ
っ
た
石
津
郡
・
大
野

郡
の
六
ヶ
村
と
、
根
尾
村
の
領
地
替
え
を

願
い
出
て
許
さ
れ
ま
し
た
。
替
地
の
目
的

は
、
根
尾
川
流
域
の
森
林
資
源
の
確
保
で
、

さ
ら
に
木
材
の
根
尾
川
流
送
に
支
障
の
な

い
よ
う
幕
府
直
轄
地
で
あ
っ
た
根
尾
川
筋

の
山
口
村
・
佐さ
わ
ら原

村
・
金き

ん
ば
ら原

村
・
河か

わ
ち内

村
・

木こ
く
ら倉
村
・
神こ
う
み海
村
・
木こ
ち
ぼ
ら
知
原
村
・
奥
村
を
、

大
野
郡
五
ヶ
村
と
替
地
し
て
い
ま
す（
注
：

奥
村
は
現
岐
阜
市
）。
大
垣
藩
で
は
金
原
村

日ひ
な
た当
に
代
官
所
を
置
い
て
、
根
尾
川
筋
か

ら
年
間
二
，〇
〇
〇
間
に
上
る
段
木（
燃
料

用
の
薪
）
を
年
貢
と
し
て
取
立
て
、
大
垣

城
下
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
村
で
は
豊
富
に
産
出
す
る

石
灰
岩
を
利
用
し
た
石
灰
焼
き
が
盛
ん
に

行
わ
れ
、
製
品
は
根
尾
川
を
川
下
げ
し
て

桑
名
方
面
に
出
荷
さ
れ
、
田
畑
の
肥
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
灰
焼
き

は
、
大
垣
藩
の
奨
励
に
よ
っ
て
山
口
村
農

民
の
農
間
余
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

価
格
の
低
下
な
ど
で
休
業
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は

他
産
地
に
押
さ
れ
て
衰
微
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
巣
地
域

　

明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
本
巣
地
域

の
産
業
は
、
南
部
は
良
質
な
文
殊
米
を
生

産
す
る
農
業
が
中
心
で
、
北
部
は
典
型
的

な
峡
谷
型
山
村
と
し
て
林
業
が
主
体
で
し

た
。
昭
和
に
な
る
頃
に
は
、
農
業
が
多
角

化
し
、
畑
作
や
畜
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
タ
マ
ネ
ギ
は
土
壌
が

適
し
て
い
た
の
で
急
速
に
普
及
し
、
現
在

で
は
特
産
品
と
し
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
は
、
南
部
で

鉄
道
や
道
路
網
の
整
備
に
よ
っ
て
工
場
誘

致
や
住
宅
地
の
造
成
が
行
わ
れ
、
都
市
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部
の
山
間

地
で
は
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
ゴ

ル
フ
場
建
設

な
ど
観
光
開

発
が
進
ん
で

い
ま
す
。
自
然

環
境
の
保
護

に
も
早
く
か

ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
昭
和

四
七
年
に
全
国

に
先
駆
け
て
ホ

タ
ル
保
護
条
例

を
制
定
し
、
今

や
県
内
外
で
広

く
ホ
タ
ル
の
里

と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
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根
尾
川
上
流
部
の
利
水
・
席
田
用
水
と

真
桑
用
水
の
水
争
い

根
尾
川
扇
状
地
は
、
古
く
か
ら
稲
作
が
進
ん
で

い
た
地
域
で
す
。
し
か
し
、
扇
状
地
の
水
田
は

多
量
の
灌
漑
用
水
を
必
要
と
し
た
た
め
、
根
尾

川
か
ら
取
水
す
る
席
田
用
水
と
真
桑
用
水
は
、

開
削
以
来
近
世
ま
で
水
争
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

藪川・真桑用水・席田用水の流路

大
野
町

岐
阜
市上

真
桑

北
方

三
橋

曽
井
中
島

山口

金谷井

文殊

上西郷

仏生寺

下
真
桑

薮
川

本巣町

本正町 北方町

真
桑
用
水

糸貫川

（席田
用
水
）

根尾川流路の変遷 席田用水（糸貫川）

根
尾
川（
薮
川
）

根尾川

古
根
尾
川

犀
川

糸
貫
川

山口

船木山

旧河道 郡境（明治29年）

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

根
尾
川
の
河
道
変
遷
と
席
田
・
真
桑
用
水

　

本
巣
市
の
北
部
市
境
に
位
置
す
る

能の
う
ご
う
は
く
さ
ん

郷
白
山（
一
六
一
七
ｍ
）
と
越お
や
ま山

（
一
一
二
九
ｍ
）
の
山
峡
を
発
す
る
根
尾
西

谷
川
と
、
左
門
岳（
一
二
二
三
ｍ
）
を
は
じ

め
と
す
る
北
東
部
山
峡
の
水
を
集
め
る
根

尾
東
谷
川
が
樽
見
で
合
流
し
て
根
尾
川
と

な
り
、
峡
谷
を
ぬ
っ
て
南
下
し
、
山
口
で
平

野
部
に
流
れ
出
て
い
ま
す
。
山
間
地
を
流
れ

て
き
た
根
尾
川
は
、
山
口
以
南
の
平
地
に
大

量
の
土
砂
を
堆
積
さ
せ
て
、
山
口
を
扇
頂

と
し
て
北
方
町
北
方
～
下
真
桑（
旧
真
正
町
）

付
近
を
扇
端
部
と
す
る
約
八
㎞
に
お
よ
ぶ

緩
傾
斜
の
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

根
尾
川
は
洪
水
の
度
に
扇
頂
部
の
山
口

に
土
砂
を
堆
積
さ
せ
る
た
め
、
も
と
の
流

路
が
塞
が
れ
、
新
し
い
流
路
が
生
じ
る
河

道
変
遷
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
七
世

紀
頃
に
は
本
巣
郡
の
東
境
を
流
れ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
古
根
尾
川
）
こ
れ

が
平
安
時
代
に
西
に
移
動
し
て
、
船
木
山

の
南
東
を
通
る
流
路
に
変
り
糸
貫
川（
昭
和

二
五
年
廃
川・
現
在
は
雑
排
水
用
の
小
水
路

と
な
っ
て
い
ま
す
）
筋
を
流
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
糸
貫
川
か
ら
引
水
す
る
席む
し
ろ
だ田
用
水

の
歴
史
は
古
く
、
成
立
年
代
は
不
詳
な
が

ら
中
世
末
期
に
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
山
口
で
糸
貫
川
か
ら

引
水
す
る
真ま
く
わ桑
用
水
も
同
時
期
に
開
発

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
享
禄
三
年

（
一
五
三
〇
）
六
月
の
洪
水
に
よ
っ
て
、
糸

貫
川
の
流
路
が
山
口
で
埋
ま
り
、
根
尾
川

本
流
は
西
に
移
動
し
て
現
在
の
根
尾
川（
か

つ
て
は
藪
川
と
呼
称
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
説
に
よ
れ
ば
、
藪
川
は
も
と
も
と
真

桑
用
水
の
水
路
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
取
水

条
件
と
し
て
は
真
桑
用
水
が
有
利
に
な
る

河
道
変
遷
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
流
で
あ
っ

た
糸
貫
川
は
流
量
が
激
減
し
た
た
め
、
取

水
が
困
難
と
な
っ
た
席
田
用
水
方
の
村
々

は
、
山
口
で
藪
川
を
堰
止
め
、
こ
れ
ま
で

通
り
糸
貫
川
筋
に
通
水
さ
せ
る
よ
う
に
、

当
時
の
守
護
土
岐
頼よ
り
の
り芸

に
願
い
出
ま
し
た
。

こ
の
申
し
出
が
認
め
ら
れ
席
田
用
水
方
は

「
一
ノ
井
大
堰
」
を
築
き
ま
し
た
が
、
享
禄

五
年（
一
五
三
二
）
真
桑
用
水
方
が
堰
を
崩

し
藪
川
に
水
を
落
と
す
騒
動
が
起
き
ま
し

た
。
こ
の
時
は
、
土
岐
氏
が
真
桑
用
水
方

に
堰
の
修
理
を
命
じ
て
落
着
し
、
席
田
用

水
が「
一
ノ
井
大
堰
」
か
ら
取
水
し
、
真
桑

用
水
は
そ
の
下
流
で
取
水
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
、
席
田
用
水
方
の
優
位
性
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

席
田
・
真
桑
用
水
の
水
争
い

　

根
尾
川
は
水
量
が
豊
富
な
川
で
し
た
が
、

広
汎
な
灌
漑
地
域
を
担
っ
て
い
た
の
で
、

旱
天
が
続
く
と
し
ば
し
ば
水
不
足
が
発
生

し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
席
田
用
水
は
、

本
巣
郡
・
席
田
郡
・
方
県
郡
の

四
〇
ヶ
村
、
高
に
し
て
二
四
，

七
〇
〇
石
余
を
灌
漑
す
る
美
濃

最
大
の
用
水
で
、
一
方
の
真
桑

用
水
も
、
本
巣
郡
・
大
野
郡
の

二
〇
ヶ
村
、
一
三
，四
〇
〇
石

余
を
潤
す
大
規
模
な
用
水
で
し

た
。
ま
た
、
そ
の
多
く
が
水
は

け
の
良
い
扇
状
地
上
に
あ
っ
た

こ
と
も
水
需
要
を
大
き
く
し
、

両
用
水
の
対
立
は
深
刻
な
も
の

で
、
江
戸
時
代
に
多
く
の
争
論
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

寛
永
二
年（
一
六
二
五
）
は
、
例
を
見
な

い
ほ
ど
旱
天
続
き
の
年
で
し
た
。「
一
ノ
井

大
堰
」
で
取
水
す
る
席
田
用
水
に
対
し
て
、

不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
真
桑
用
水
の
水
不

足
は
特
に
深
刻
で
あ
っ
た
た
め
、
真
桑
用

水
方
は
、
将
軍
に
献
上
す
る
瓜
の
灌
漑
を

口
実
に
、
席
田
用
水
方
に
水
の
分
配
を
要

求
し
ま
し
た
。
こ
の
要
求
は
可
児
郡
姫
村

の
当
時
の
美
濃
郡
代
・
岡
田
善よ
し
あ
つ同
に
届
き
、

善
同
は
、
席
田
用
水
方
に
水
の
分
配
を
申

し
入
れ
ま
し
た
が
、
席
田
用
水
方
は
こ
れ
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

に
応
じ
ず
、
慣
行
通
り
の
取
水
を
続
行
し
ま

し
た
。

　

寛
永
一
一
年（
一
六
三
四
）
に
も
真
桑
用

水
方
は
、
真
桑
用
水
方
の
下
真
桑
村
を
統
治

し
て
い
た
当
時
の
美
濃
郡
代・
岡
田
善
政
に

分
水
を
訴
え
出
ま
し
た
。
こ
の
訴
願
は
さ
っ

そ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
真
桑
方・
席
田
方
双

方
の
惣
百
姓
を
山
口
村
に
招
集
し
、
支
配
領

主
関
係
者
と
と
も
に
井
堰
の
実
地
検
証
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
席
田
用
水
方
は
、
旧
来
か
ら

伝
わ
る
数
々
の
証
文
を
持
ち
出
し
、
こ
れ

ま
で
の
慣
行
を
示
し
て
、
既
得
権
を
主
張
し

ま
し
た
。
こ
の
争
論
で
は
、
席
田
用
水
方
が

現
状
通
り
取
水
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

四
分
六
分
の
分
水
法

　

さ
ら
に
、
寛
永
一
四
年（
一
六
三
七
）
の

旱か
ん
ば
つ魃
で
、
真
桑
方
は
、「
一
ノ
井
大
堰
」
か

ら
藪
川
に
水
を
落
と
す
よ
う
に
岡
田
善
政
に

願
い
出
た
の
で
、
善
政
は
た
だ
ち
に
美
濃
加

納
藩
主・
大
久
保
忠た
だ
も
と職
に
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
席
田
方
で
は
、
取
水
量
が
年
貢
の

完
納
率
に
大
き
く
影
響
す
る
と
し
て
、
関
係

村
々
か
ら
動
員
し
て
岡
田
善
政
の
も
と
へ
赴

き
反
論
を
試
み
ま
し
た
が
、
争
論
の
過
程
で

善
政
は
新
し
い
用
水
の
分
配
方
法
を
提
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
取
水
量
を
席
田
方

六
分・
真
桑
方
四
分
の
定
率
で
配
分
す
る
と

い
う
も
の
で
、
席
田
方
の
優
先
権
を
著
し

く
損
な
う
内
容
で
し
た
。

　

驚
い
た
席
田
方
は
、
今
取
水
し
て
い
る

水
量
さ
え
、
三
万
石
余
の
田
地
を
灌
漑
す

る
の
に
苦
慮
し
て
お
り
、
さ
ら
に
真
桑
方

に
四
分
の
水
を
与
え
る
な
ら
年
貢
は
完
納

で
き
な
い
、
と
率
直
な
反
論
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
反
論
に
善
政
は
、
従
来
の
慣
行

は
真
桑
方
の
条
件
が
悪
く
公
平
で
無
い
と

真
桑
方
を
弁
護
す
る
に
と
ど
ま
り
結
論
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

真
桑
用
水
か
ら
の
度
重
な
る
訴
訟
を
深

刻
に
受
け
止
め
た
幕
府
は
、
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に
、
検
使
団
を
現
地
に
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
現
地
の
領
主
戸
田
氏う
じ
か
ね鉄・

松

平
光
重
に
話
し
合
い
で
解
決
す
る
よ
う
促

し
ま
し
た
。
こ
の
話
し
合
い
は
、
岡
田
善

政
を
ま
じ
え
た
三
者
で
行
わ
れ
、
真
桑
方

に
四
分
の
水
を
譲
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し

た
。

　

こ
の
裁
定
を
実
行
す
る
た
め
幕
府
は
、

寛
永
一
七
年（
一
六
四
〇
）
岡
田
善
政
と
高

木
家
三
人
衆
を
検
使
役
と
し
て
現
地
に
入

ら
せ
、
席
田
用
水
井
口
の
二
〇
間
下
流
に

新
溝
を
掘
り
、
渇
水
時
に
は
席
田
方
六
分・

二
夜
一
日（
一
八
時
間
）、
真
桑
方
四
分・
一

日
一
夜（
一
二
時
間
）
と
す
る
番
水
制
を
定

め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）
に
、
双

方
の
番
水
口
の
口
幅
を
二
三
間
と
す
る
こ

と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
の
で
、
両
者
は
形

式
上
も
対
等
と
な
り
、
席
田
用
水
の
優
位

性
は
完
全
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
分
水
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う

石
高
と
対
比
す
る
と
真
桑
方
に
有
利
な
裁

定
で
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
真
桑
用
水

の
中
心
で
あ
る
上
真
桑
村
・
下
真
桑
村
が

幕
府
直
轄
地
で
、
中
で
も
下
真
桑
村
が
美

濃
郡
代
岡
田
善
政
の
所
管
で
あ
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
素
で
し
た
。
こ
う
し
て
長
く

続
い
た
席
田
用
水
と
真
桑
用
水
の
水
争
い

は
終
結
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
用
水
内
の
村
々
で
争
論
が
発
生
し
、

水
争
い
は
明
治
に
入
っ
て
も
続
き
ま
し
た
。

取
水
口
の
統
合
と
幹
線
水
路
建
設

　

大
正
一
〇
年（
一
九
二
一
）
に
始
ま
っ
た

木
曽
川
上
流
改
修
で
藪
川
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
糸
貫
川
分
派
口
の
締

め
切
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
糸
貫
川
か
ら
取
水
し
て
い
た
用
水
の
新

取
水
口
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
、
根
尾
川

の
取
水
口
も
統
合
し
た
新
し
い
取
水
口
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
は
、
藪
川
に
堰

堤
を
新
設
、
統
合
し
た
取
水
樋
門
を
糸
貫

川
締
切
地
点
に
建
設
し
、
取
り
入
れ
た
水

は
い
っ
た
ん
貯
水
池
に
導
流
し
、
分
水
樋

門
を
通
し
て
配
分
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

幹
線
水
路
も
新
た
に
建
設
す
る
な
ど
整
備

を
進
め
、
中
世
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
水

利
問
題
に
解
決
を
見
ま
し
た
。
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歴
史
記
録

概
　
　
　
要

　

濃
尾
平
野
を
乱
流
し
て
い
た
木
曽
三
川

は
、
犬
山
を
扇
頂
と
す
る
扇
状
地
地
形
と
平

野
の
西
側
が
沈
降
す
る
傾
動
地
形
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
地
形
の
上
に
、
我
が
国
固
有
の

気
象
条
件
が
加
わ
っ
て
、
出
水
毎
に
氾
濫
を

繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
古
く
か
ら
洪
水
と

闘
い
な
が
ら
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
扇
状
地
末
端
か
ら
デ
ル
タ
地
帯
の
低

平
地
に
形
成
さ
れ
て
き
た「
輪
中
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

天
正
一
四
年（
一
五
八
六
）
の
大
洪
水
は
、

木
曽
川
の
河
道
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
現
在

の
木
曽
三
川
の
河
道
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
加
路
戸
輪
中
を
沈
下
に
よ
っ
て
消
滅
さ

せ
る
な
ど
地
域
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
幕
藩
体
制
の
安
定

し
た
生
活
環
境
の
下
で
人
口
は
飛
躍
的
に
増

加
し
、
こ
れ
に
伴
い
耕
地
の
確
保
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
河
川
の
氾
濫
域
で
の
耕

地
造
成
が
盛
ん
と
な
り
、
木
曽
川
下
流
河
川

事
務
所
管
内（
以
下「
木
曽
川
下
流
管
内
」
と
い

う
）
で
も
多
く
の
輪
中
が
誕
生
し
、
現
在

の
地
形・
社
会
基
盤
を
形
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
先
を
優
先
し
た
開
発
は
、

河
川
の
正
常
な
機
能
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
と
な
り
、
必
然
的
に
大
規
模
な

治
水
対
策
が
必
要
と
な
り
、
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）
に
始
ま
る「
明
治
改
修
」
に

よ
っ
て
抜
本
的
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

輪
中
の
定
義

　

輪
中
と
は
、
岐
阜
県
南
部
と
三
重
県
北

部
、
愛
知
県
西
部
の
木
曽
三
川（
木
曽
川
、

長
良
川
、
揖
斐
川
）
と
そ
の
支
流
域
に
存

在
し
た
堤
防
で
囲
ま
れ
た
構
造
、
あ
る
い

は
そ
の
集
落
の
こ
と
で
す
。

　

輪
中
に
つ
い
て
端
的
に
説
明
す
る
と
、

右
記
の
よ
う
に
表
現
で
き
ま
す
が
、
そ
の

定
義
は
、
諸
説
あ
っ
て
定
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。「
輪
中
」
と
い
う
言
葉
が
自
然
発
生
的

で
あ
り
、
慣
用
的
で
あ
る
た
め
、
言
葉
の

意
味
が
多
義
に
わ
た
る
こ
と
は
当
然
と
い

え
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
諸
説
あ
る
定
義
を

学
問
的
に
検
証
す
る
場
で
は
な
い
の
で
、

お
お
ま
か
な
定
義
と
し
て
次
の
文
を
引
用

し
て
お
き
ま
す
。

　
「
輪
中
と
は
、
低
湿
地
に
存
在
す
る
集
落

と
農
地
を
包
含
す
る
囲
堤
を
も
ち
、
水
防

組
織
体
を
つ
く
り
外
水
お
よ
び
内
水
を
統

制
す
る
治
水
共
同
体
、
ま
た
は
そ
の
存
在

す
る
範
囲
を
い
う
。
要
約
す
れ
ば
、
水
防

を
媒
体
と
し
て
結
ば
れ
た
村
落
共
同
体
で

あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
成
立
し
て
い
る
地
域

を
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
輪
中
と
し
て
の

必
須
条
件
は
、
①
囲
堤
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、
②
集
落
と
農
地
を
包
含
し
て
い
る
こ

と
、
③
水
防
組
合
を
組
織
し
て
水
の
統
制

を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
、
①

②
の
よ
う
な
形
態

と
③
の
よ
う
な
機

能
を
兼
ね
備
え

て
い
る
こ
と
が
必

要
で
、
見
か
け
上

で
は
な
く
、
構
造

的
に
と
ら
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

（『
輪
中 

― 

そ
の
展

開
と
構
造 

― 

』
安
藤
萬
壽
男
）

　

囲
堤
は
基
本
的
に
総
そ
う
か
け
ま
わ
し
て
い

懸
廻
堤
で
す
が
、

水
防
の
必
要
の
な
い
部
位
に
堤
防
が
な
く

て
も
、
輪
中
と
い
っ
て
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
水
防
組
合
が
明
治
期
の
水

利
土
功
会
の
よ
う
な
公
的
機
関
だ
け
を
指
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

輪
中
の
分
類

　

輪
中
が
存
在
し
て
い
る
地
形
上
の
特
性

を
指
標
と
し
て
、
安
藤
萬
寿
男
は
、
①
扇

状
地
地
域
の
輪
中
、
②
自
然
堤
防・
後
背
湿

地
地
域
の
輪
中
、
③
デ
ル
タ
地
帯
の
輪
中
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歴
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記
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の
三
つ
の
類
型
に
大
別
で
き
る
と
し
、
木

曽
川
下
流
管
内
の
上
流
部
に
位
置
す
る
高

須
輪
中
は
、
類
型
の
②
、
③
に
属
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
類
型
区
分
に
よ
っ
て

木
曽
川
下
流
管
内
の
輪
中
を
区
分
す
る
と
、

上
流
部
の
輪
中
で
は
類
型
②
ま
た
は
③
に

属
し
、
河
口
に
移
行
す
る
に
従
い
類
型
③

に
属
す
る
輪
中
と
な
り
ま
す
。
一
般
的
に

木
曽
三
川
の
輪
中
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る
輪
中
は
、
高
須
輪
中
よ
り
上
流
域
の
輪

中
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
輪
中
は
類
型
①

お
よ
び
②
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
同
じ
輪
中
で
あ
っ
て
も
地
形
上
の
特
性

か
ら
性
格
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
従
っ

て
木
曽
川
下
流
管
内
の
輪
中
は
上
流
部
の

一
般
的
な
輪
中
と
性
格
が
大
き
く
異
な
っ

て
い
ま
す
。

① 

扇
状
地
地
域
の
輪
中

　

濃
尾
平
野
の
開
発
過
程
に
お
い
て
、
沖

積
平
野
に
限
定
し
て
見
る
と
、
ま
ず
は
扇

状
地
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
条
里
制
の

施
行
も
扇
状
地
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
扇
状
地
で
も
扇
端
部
は
湧
水
に
よ
る
湿

地
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て

は
輪
中
が
形
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

扇
状
地
地
域
の
輪
中
と
し
て
は
、
長
良

川
扇
状
地
に
則
武
輪
中・
島
輪
中
が
、
牧
田

川
扇
状
地
に
室
原
輪
中・
飯
積
輪
中
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

②
自
然
堤
防・
後
背
湿
地
地
域
の
輪
中

　

自
然
堤
防
・
後
背
湿
地
地
域
で
は
、
自

然
堤
防
を
利
用
し
て
開
発
が
進
み
ま
し
た
。

自
然
堤
防
で
あ
る
最
高
部
位
に
集
落
が
形

成
さ
れ
、
そ
れ
に
次
ぐ
微
高
地
が
畑
地

に
、
つ
ぎ
に
低
い
土
地
に
水
田
が
つ
く
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
背
湿
地

の
ほ
と
ん
ど
は
開
発
さ
れ
ず
、
沼
や
湿
地

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
に
お

い
て
は
、
広
い
後
背
湿
地
が
遊
水
地
の
役

割
を
果
た
す
の
で
、
堤
防
を
も
た
な
い
微

高
地
で
あ
っ
て
も
洪
水
時
に
水
位
が
大
き

く
上
が
る
こ
と
が
な
く
生
活
で
き
た
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
荘
園
時

代
を
終
え
、
近
世
の
後
背
湿
地
開
発
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
な
お
中
世
に
成
立
し
て
い

た
村
は
、
こ
う
し
た
微
高
地
に
で
き
た
集

落
で
あ
っ
て
、
部
分
堤
を
つ
く
っ
て
い
た

村
は
あ
り
ま
す
が
、
輪
中
と
し
て
成
立
し

て
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
世
に
は
安
定
し
た
社
会
状
況
か
ら
、

人
口
の
増
加
と
と
も
に
新
田
開
発
が
盛
ん

と
な
り
、
こ
の
地
方
で
は
、
後
背
湿
地
の

開
発
が
そ
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
遊
水

地
の
役
割
を
果
た
す
後
背
湿
地
を
開
発
す

る
た
め
に
は
、
人
工
堤
防
に
よ
っ
て
水
防

を
図
る
必
要
性
が
生
じ
、
輪
中
の
成
立
に

向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
該
当
す
る
輪
中
は
、
加
納・

河
渡
・
五
六
・
牛
牧
・
古
橋
・
松
枝
・
足
近
・

正
木・
大
浦・
桑
原・
森
部・
大
明
神・
北
今
ヶ

淵・
中
須・
中
村・
牧・
福
原・
大
垣・
禾
ノ
森・

今
村
・
静
里
・
室
原
・
飯
積
な
ど
が
あ
り
ま

す
。（
室
原
輪
中
・
飯
積
輪
中
は
一
部
扇
状

地
地
域
に
入
り
ま
す
）

③ 

デ
ル
タ
地
帯
の
輪
中

　

デ
ル
タ
地
帯
は
、
陸
化
が
新
し
い
こ
と
、

高
潮
を
う
け
る
こ
と
か
ら
自
然
堤
防
が
あ

ま
り
発
達
し
て
お
ら
ず
河
道
も
安
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
輪
中
の
規
模
が
大
き
く
、

形
成
さ
れ
た
時
代
も
新
し
い
。

　

高
須
輪
中
と
立
田
輪
中
は
、
自
然
堤
防・

後
背
湿
地
地
域
と
デ
ル
タ
地
帯
の
組
み
合

わ
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
須
輪
中
で
は

今
尾
と
東
江
村
日
原
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
、
立

田
輪
中
で
は
葛
木
と
宮
地
を
結
ぶ
ラ
イ
ン

の
、
そ
れ
ぞ
れ
北
側
が
自
然
堤
防・
後
背
湿

地
地
域
、南
が
デ
ル
タ
地
帯
で
す
。
根
古
地・

本
阿
弥・
長
島・
五
明・
葦
ヶ
須・
加
路
戸・

源
緑・
加
稲
輪
中
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

デ
ル
タ
地
帯
の
輪
中
に
は
、
従
来
の
生

活
圏
を
堤
防
で
囲
ん
だ
輪
中
の
他
に
、
こ

れ
ま
で
人
が
住
め
な
か
っ
た
砂
洲
を
築
堤

に
よ
っ
て
干
拓
し
た
干
拓
輪
中
が
あ
り
ま

す
。
干
拓
輪
中
の
拡
大
は
、
一
つ
の
三
角

州
の
中
で
は
、
上
流
部
か
ら
下
流
部
に
向

け
て
、
既
存
の
堤
防
を
借
堤
し
て
鱗
片
状

に
、
逐
次
、
新
田
が
開
発
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

輪
中
の
成
立
年
代　

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
濃
尾
平
野
西
部

の
美
濃
国
は
水
害
が
次
第
に
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
一
因
は
、
慶
長
一
四
年

（
一
六
〇
九
）
に
、
犬
山
か
ら
弥
富
辺
り
ま

で
約
五
〇
ｋ
ｍ
の
木
曽
川
左
岸
に
築
造
さ

れ
た「
お
囲
堤
」
で
、
木
曽
川
は
左
岸
へ
の

流
路（
分
派
川
）

を
無
く
し
、
河

道
を
固
定
さ
れ

ま
し
た
。
以
降
、

木
曽
川
の
洪
水

時
は
木
曽
川
右

岸
の
美
濃
側
を

流
下
す
る
こ
と
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歴
史
記
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に
な
り
ま
し
た
。

　

今
一
つ
の
要
因
は
、
自
然
堤
防
・
後
背

湿
地
地
域
の
最
低
位
部
や
三
角
州
に
か
け

て
始
ま
っ
た
輪
中
の
形
成
で
し
た
。
輪
中

が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
濃
尾
平
野
西
部
は
、

木
曽
三
川
が
自
由
に
乱
流
し
、
大
洪
水
に

よ
っ
て
し
ば
し
ば
流
路
を
変
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
後
背
湿
地
を
開
発
す
る
輪

中
が
形
成
さ
れ
る
と
、
遊
水
地
が
減
り
、

河
道
が
狭
ま
り
つ
つ
固
定
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
一
つ
の
輪
中
が
完
成
す
る
と
、
そ
の

地
域
の
洪
水
の
流
下
は
阻
害
さ
れ
水
位
が

上
昇
す
る
の
で
、
近
隣
地
で
は
水
防
条
件

が
悪
化
し
ま
す
。
水
害
の
増
加
は
、
輪
中

の
形
成
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
低

位
部
か
ら
始
ま
っ
た
輪
中
の
形
成
は
、
よ

り
高
位
部
に
波
及
し
、
輪
中
地
帯
を
拡
大

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
上
流
部
へ
の

輪
中
形
成
の
拡
大
は
、
一
六
世
紀
に
は
扇

状
地
末
端
部
に
及
び
、
最
終
的
に
は
扇
状

地
ま
で
及
び
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
輪
中
は
、
自
身

の
堤
防
を
残
し
つ
つ
、
周
囲
の
未
開
発
地

を
新
た
な
輪
中
と
し
て
拡
大
し
た
り
、
他

の
輪
中
と
合
同
し
て
よ
り
大
き
な
輪
中
を

形
成
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
外
川
や
海

に
面
す
る
大
き
な
輪
中
堤
の
中
に
、
小
輪

中
の
堤
防
が
内
包
さ
れ
た
形
状
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。

① 

江
戸
時
代
ま
で

　

自
然
堤
防
を
中
心
と
し
た
微
高
地
に
、

集
落
が
発
達
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
部

分
的
な
人
工
堤
防
を
持
つ
村
も
あ
り
ま
し

た
。
河
口
部
の
三
角
洲
で
も
自
然
堤
防
的

な
微
高
地
が
形
成
さ
れ
、
集
落
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
三
角
洲
は
、
海
に
接
近
し

て
い
る
か
ら
、
自
然
堤
防・
後
背
湿
地
地
域

ほ
ど
洪
水
時
に
水
位
が
上
昇
し
な
い
の
で
、

人
工
の
堤
防
が
な
く
て
も
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
区
域
は

三
角
洲
地
帯
の
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

輪
中
を
形
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
高
く

て
強
固
な
堤
防
と
輪
中
内
の
不
要
な
水
を

堤
外
に
排
出
す
る
圦
樋
の
設
置
が
必
要
で

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
高
い
技
術
と
多
大
な

労
力
を
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
中
世
の
荘

園
領
主
の
力
で
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

続
い
て
台
頭
し
た
戦
国
大
名
に
と
っ
て
も
、

戦
乱
の
中
で
行
う
土
木
事
業
と
し
て
は
困

難
な
規
模
で
あ
っ
た
の
で
、
輪
中
の
成
立

は
、
戦
乱
が
収
束
し
徳
川
幕
府
の
下
で
大

名
支
配
が
確
立
す
る
江
戸
時
代
に
入
っ
て

か
ら
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
一
六
〇
〇
～
一
六
九
九
年

　

江
戸
時
代
の
前
半
期
に
あ
た
り
、
新
田

開
発
が
活
発
に
行
わ
れ
、
多
く
の
輪
中
が

こ
の
時
期
に
成
立
し
て
い
ま
す
。
前
半
は
、

三
角
洲
で
の
新
田
開
発
を
目
的
と
し
た
輪

中
形
成
が
多
く
、
後
半
は
自
然
堤
防・
後
背

湿
地
の
既
開
発
地
の
水
防
と
、
新
田
開
発

を
目
的
と
し
た
輪
中
形
成
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

③ 

一
七
〇
〇
～
一
七
九
九
年

　

江
戸
時
代
の
中
期
は
、
輪
中
の
成
立
は

少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
開
発
が
進
み
河

道
の
固
定
化
が
進
む
な
か
で
、
高
位
部
の

既
開
発
部
の
水
防
の
た
め
の
輪
中
形
成
が

扇
状
地
末
端
ま
で
及
ん
で
き
ま
す
。
ま
た
、

干
拓
輪
中
の
海
側
へ
の
拡
大
が
始
ま
っ
て

き
ま
す
。

④ 

一
八
〇
〇
～
一
九
〇
五
年

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
は
、
よ
り
高
位
部
の
輪
中
化
が
進
み
扇

状
地
が
含
ま
れ
る
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
。

海
岸
部
で
の
干
拓
輪
中
の
拡
大・
合
同
が
進

み
ま
す
。居

住
区
に
よ
る
分
類

　

輪
中
の
成
立
過
程
の
分
類
と
し
て
は
、

居
住
区
に
よ
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
つ
は
、
河
川
の
堆
積
作
用
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
微
高
地
に
居
住
し
、
そ
こ
に「
尻

無
堤
」
を
築
造
し
て
洪
水
の
直
撃
の
み
を

防
除
す
る
時
代
か
ら
、
地
域
全
体
を
取
り

巻
く「
懸
廻
堤
」
に
よ
る
完
全
な
輪
中
へ
と

推
移
し
て
い
る
輪
中
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

典
型
的
な
輪
中
の
成
立
過
程
を
も
つ
輪
中

は
扇
状
地
末
端
の
輪
中
に
多
く
、
デ
ル
タ

地
帯
の
輪
中
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
輪
中
内
に
居
住
地
が
な

く
て
輪
中
が
出
来
上
が
り
、
そ
の
後
に
輪

中
内
に
居
住
を
始
め
た
輪
中
で
す
。
こ
れ

は
デ
ル
タ
地
帯
の
輪
中
に
多
く
、
扇
状
地

末
端
の
輪
中
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
形
の
輪
中
は
、
既
存
の
輪
中
の
住
民
、

ま
た
は
、
遠
方
の
住
民
の
資
金
に
よ
っ
て

既
存
の
輪
中
堤
に
接
続
し
て
開
発
さ
れ
た

輪
中
で
あ
っ
て
、
多
く
は「
付
新
田
」
ま
た

は「
新
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

消
え
て
い
っ
た
輪
中
堤

　

江
戸
時
代
に
築
造
さ
れ
た
輪
中
堤
は
、

明
治
改
修
な
ど
の
河
川
改
修
に
よ
っ
て
、

よ
り
大
き
な
地
域
に
ま
と
め
ら
れ
、
堤
内

地
に
残
さ
れ
た
輪
中
堤
の
多
く
が
、
戦
後

の
土
地
改
良
な
ど
の
過
程
で
取
り
壊
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
一
年

九
月
洪
水
で
、
長
良
川
堤
防
が
安
八
町
大

森
地
先
で
破
堤
し
、
安
八
町・
墨
俣
町
一
帯

が
濁
流
に
浸
か
り
ま
し
た
が
、
輪
之
内
町

は
旧
輪
中
堤

（
福
束
輪
中
）

に
よ
っ
て
浸

水
を
免
れ
ま

し
た
。
こ
の
災

害
を
き
っ
か

け
に
、
旧
輪
中

堤
の
防
災
機

能
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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は
じ
め
に

　

金
魚
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
五
百
年
あ

ま
り
に
な
り
ま
す
が
、
以
来
、
金
魚
は
夏

の
風
物
詩
と
し
て
日
本
人
に
愛
さ
れ
続
け
、

全
国
各
地
に
金
魚
産
地
が
発
展
し
ま
し
た
。

中
で
も
古
く
か
ら
国
内
有
数
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
る
弥
富
市
は
、
現
在
、
種
類
の

豊
富
さ
と
生
産
高
で
全
国
一
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
弥
富
の
金
魚
養
殖
が
始
ま
っ
て
百

数
十
年
、
弥
富
金
魚
の
発
展
は
、
生
産
者

の
努
力
は
も
と
よ
り
木
曽
川
下
流
域
の
豊

か
な
水
に
育
ま
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
曽
三
川
を
渡
っ

て
伝
え
ら
れ
た
弥
富
金
魚
の
歩
み
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
魚
の
由
来

　

金
魚
の
原
産
地
は
中
国
で
、
金
魚
の
出

現
し
た
時
期
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、

古
く
は
千
六
百
年
以
上
前
の
晋
の
時
代
に

す
で
に
金
魚
の
原
種
と
思
わ
れ
る
魚
が
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
魚
は
フ
ナ
の

突
然
変
異
で
体
色
が
赤
く
な
っ
た
、
日
本

の
ヒ
ブ
ナ
に
似
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
金
魚
と
し
て
飼
育
が
始
ま
っ
た
の

は
宋（
九
六
〇
～
）
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら

で
、
明（
一
三
六
八
～
）
の
時
代
に
は
庶
民

の
間
で
も
飼
育
が
盛
ん
に
な
り
、
リ
ュ
ウ

キ
ン
、
デ
メ
キ
ン
な
ど
の
品
種
が
作
り
出

さ
れ
ま
し
た
。
千
年
以
上
の
長
い
歴
史
を

も
つ
金
魚
の
祖
国
中
国
で
は
百
種
ほ
ど
の

品
種
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
へ
金
魚
が
伝
来
し
た
時
期
に
つ
い

て
は
、
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）
に
出
さ

れ
た
金
魚
の
飼
育
書『
金
魚
養そ
だ
て
ぐ
さ

玩
草
』
に
、

「
あ
る
老
人
の
云い
う

、
金
魚
は
人
王
百
五
代

後ご
か
し
わ
ば
ら

柏
原
院
の
文ぶ
ん
き亀
二
年
、
正
月
廿は
つ
か日
は
じ

め
て
泉
州
左さ
か
い海
の
津
に
わ
た
り
…
」
と
あ

り
、
室
町
時
代
の
文
亀
二
年（
一
五
〇
二
）

に
現
在
の
大
阪
の
堺
港
に
伝
え
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
こ
の

記
述
を
日
本
へ
の
伝
来
時
期
と
す
る
説
が

ほ
ぼ
定
着
し
て
い
ま
す
。
本
書
に
は
、
金

魚
の
よ
し
あ
し
、
産
卵・
ふ
化
の
方
法
、
病

気
の
種
類
や
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
広
範

囲
に
し
か
も
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
版
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初

版
以
来
長
期
に
わ
た
っ
て
本
格
的
な
飼
育

書
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

江
戸
時
代
以
降
の
金
魚

　

江
戸
時
代
の
金
魚
は
一
般
に
高
価
な

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
井
原
西
鶴

（
一
六
四
二
～
九
三
）
は
、
没
後
に
出
さ

れ
た『
西さ
い
か
く
お
き
み
や
げ

鶴
置
土
産
』（
一
六
九
三
）
の
中

で
、
江
戸
の
金
魚
屋
の
様
子
を「
し
ん
ち
う

屋
の
市い
ち
え
も
ん

右
衛
門
と
て
か
く
れ
も
な
き
金
魚
、

銀
魚
を
売
る
も
の
あ
り
。
庭
に
は
生い
け
ふ
ね舟

七
八
十
も
な
ら
べ
て
、
溜た
め
み
ず水

清
く
、
浮う

き
も藻

を
くく

れ

な

い

れ
な
ゐ
く
ぐ
り
て
、
三
つ
尾
は
た
ら

き
、
詠
な
が
めな
り
。
中
に
も
尺
に
あ
ま
り
て
鱗

の
照
り
た
る
を
金き
ん
す子

五
両
、
七
両
に
買
も

と
め
て
ゆ
く
を
み
て
、
ま
た
遠お
ん
ご
く国
に
な
い

事
な
り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
当
時
す
で

に
江
戸
に
は
金
魚
売
り
を
生
業
と
す
る
も

の
が
あ
り
、
金
魚
が
大
変
高
価
な
も
の
で

地
方
に
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
金
魚
生
産
は
、

江
戸
と
大
阪
を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た
。

前
出
の『
金
魚
養
玩
草
』
が
出
版
さ
れ
た
江

戸
時
代
中
期
に
は
、
金
魚
は
武
士
や
豪
商

に
好
ま
れ
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
庶
民
に
は
ま
だ
手
の
届
か
な
い

高
価
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

日
本
で
金
魚
が
庶
民
に
広
ま
る
の
は
、

江
戸
時
代
後
期
以
降
と
考
え
ら
れ
、
こ
の



時　期 面　積 備　考

明治20年頃

　　37年頃

　　43年頃

大正10年頃

明治  5年頃

　　11年

　　16年

3町

10町

20町

50町

39町6反

30町

30町

養殖池面積の変遷（弥富町誌より）

弥富町

　同上

　同上

他町村含む

弥富町30町2反

弥富町28町

　同上

養殖池面積の変遷（弥富町誌より）

ふたつやの渡し跡
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こ
ろ
か
ら
浮
世
絵
に
金
魚
売
り
の
姿
が
描

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
香
こ
う
ち
ょ
う
ろ
う
く
に
さ
だ

蝶
楼
国
貞

の
浮
世
絵「
俳
優
見み
た
て立

夏
商
人
」（
天
保
年

間
）
に
は
桶
に
ガ
ラ
ス
容
器
を
吊
る
し
た

金
魚
売
り
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
描
か
れ
た
金
魚
の
特
徴
は
、
金
魚
を

上
や
横
か
ら
見
た
も
の
は
少
な
く
、
腹
か

ら
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、「
金
魚
玉
」
と
よ
ば
れ
る
ガ
ラ
ス
の

金
魚
鉢
に
入
れ
、
吊
る
し
て
下
か
ら
眺
め

る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

金
魚
が
庶
民
に
も
広
く
普
及
す
る
明
治

時
代
に
か
け
て
、
弥
富
だ
け
で
な
く
静
岡

県
焼
津
地
方
、
熊
本
県
長
洲
町
、
岡
山
市
、

山
形
県
な
ど
で
も
金
魚
養
殖
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
飼
育
書
も

数
多
く
出
版
さ
れ
、
日
本
画
の
題
材
と
し

て
好
ま
れ
る
な
ど
、
さ
ら
に
金
魚
が
庶
民

へ
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

シ
ュ
ブ
ン
キ
ン
、
シ
ュ
ウ
キ
ン
、
キ
ン
ラ

ン
シ
な
ど
の
品
種
が
国
内
で
作
り
だ
さ
れ

た
ほ
か
、
中
国
か
ら
は
デ
メ
キ
ン
が
輸
入

さ
れ
品
種
も
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
ツ
ガ
ル
ニ

シ
キ
、
キ
ャ
リ
コ
、
エ
ド
ニ
シ
キ
な
ど
の

品
種
が
国
内
で
生
ま
れ
、
戦
後
に
は
パ
ー

ル
、
ス
イ
ホ
ウ
ガ
ン
、
ハ
ナ
フ
サ
、
セ
イ

ブ
ン
ギ
ョ
、
チ
ャ
キ
ン
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
な

ど
多
く
の
品
種
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
四
〇
年
頃
に
は
金
魚
ブ
ー
ム

が
訪
れ
、
夏
の
風
物
と
し
て
う
ち
わ
や
浴

衣
な
ど
に
金
魚
の
絵
柄
が
流
行
し
ま
し
た
。

生
産
者
以
外
の
金
魚
愛
好
家
の
飼
育
も
増

え
、
各
地
で
ラ
ン
チ
ュ
ウ
な
ど
の
高
級
金

魚
の
品
評
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

弥
富
金
魚
の
歴
史
と
現
状

　

弥
富
の
金
魚
養
殖
の
歴
史
に
つ
い
て
は

資
料
が
少
な
く
、
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）

に
弥
富
農
業
補
習
学
校
が
調
査
し
ま
と
め

た
小
冊
子『
弥
富
金
魚
』
の
内
容
を
も
と
に

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
江

戸
時
代
末
の
文
久
・
元
治
の
こ
ろ
、
大
和

郡
山
の
金
魚
商
人
が
桑
名
か
ら
船
で
尾
張

国
海か
い
さ
い西
郡
前ま
え
が
す
ケ
須
村（
現
在
の
弥
富
市
前
ケ

須
町
）
に
上
陸
し
、
名
古
屋
ま
で
行
商
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
前
ケ
須
村
で
寺
子
屋

を
し
て
い
た
権
ご
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
が
こ
の
金
魚
を
買
い
、

家
の
前
の
池
で
飼
育
し
小
売
り
を
し
た
の

が
弥
富
金
魚
の
始
ま
り
だ
と
あ
り
ま
す
。

調
査
当
時
、
権
十
郎
の
寺
子
屋
で
学
ん
だ

人
は
ほ
と
ん
ど
故
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
存
命
し
た
わ
ず
か
一
、二
人
か
ら
聞
き

取
っ
た
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
の
初
年
、
権
十
郎

の
寺
子
屋
で
学
び
影
響
を
受
け
た
伊
藤
経

介
が
、
郡
山
か
ら
稚
魚
を
買
い
受
け
自
宅

で
育
て
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
利
益
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
次
第
に
飼
育
す
る
者
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
稚
魚
を
買
っ

て
い
た
の
で
は
利
益
が
少
な
い
こ
と
に
目

を
つ
け
た
佐
藤
宗
三
郎
が
、
郡
山
か
ら
産

卵・
ふ
化
の
技
術
を
習
得
し
本
格
的
な
養
殖

が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
東
海
道
で
は
、
こ
の
付
近

は
桑
名
か
ら
熱
田
の
宮
ま
で
船
で
行
く「
七

里
の
渡
し
」
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
長
い
船
路
を
避
け
、
桑
名

か
ら
佐さ
や
じ
ゅ
く

屋
宿
へ
の「
三
里
の
渡
し
」
や
前

ケ
須（
現
弥
富
市
）
の「
ふ
た
つ
や
の
渡
し
」

へ
向
か
う
短
い
航
路
が
あ
り
ま
し
た
。
大

和
郡
山
の
金
魚
商
人
の
中
に
も
こ
の
ふ
た

つ
や
の
渡
し
を
利
用
す
る
者
が
あ
り
、
水

の
豊
か
な
弥
富
を
金
魚
の
休
憩
、
中
継
地

点
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
こ
で
弥
富
に
金
魚
を
も
た
ら
し
た
大

和
郡
山
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
大
和
郡
山
の
金
魚
養
殖
は
江

戸
時
代
中
期
に
始
ま
り
、
藩
の
奨
励
も
あ

り
下
級
武
士
の
副
業
と
し
て
広
ま
り
ま
し

た
。
郡
山
城
第
三
十
五
次
の
発
掘
調
査
で

は
、
武
士
の
屋
敷
跡
か
ら
金
魚
池
の
跡
が

見
つ
か
り
、
下
級
武
士
の
現
金
収
入
と
し

て
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
金
魚
池
は
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
農
家
の
副

業
と
し
て
水
田
を
利
用
し
た
本
格
的
な
養

殖
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
経
営
体
数
の

減
少
と
と
も
に
生
産
さ
れ
る
品
種
も
限
ら

れ
、ワ
キ
ン（
小
赤
）
の
生
産
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

弥
富
で
の
養
殖
池
の
面
積
は
、
明
治

二
〇
年
頃
に
は
三
町
歩（
約
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
）、
大
正
一
〇
年
頃
に
は
五
〇
町
歩
に
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
地
域

で
は
水
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
水
質

が
金
魚
の
生
育
に
適
し
て
い
た
こ
と
、
稚

魚
の
え
さ
と
な
る
ミ
ジ
ン
コ
が
繁
殖
し
や

す
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
自
然
条
件
に
加
え
、

明
治
二
八
年（
一
八
九
五
）
に
は
関か
ん
せ
い西

鉄
道

（
の
ち
の
国
鉄
関
西
線
、
現
Ｊ
Ｒ
）、
昭
和

八
年（
一
九
三
三
）
に
は
国
道
一
号
が
通
る

な
ど
、
金
魚
の
流
通
に
欠
か
せ
な
い
交
通

の
発
達
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
い
え

ま
す
。

　

明
治
時
代
に
は
す
で
に
海
外
へ
の
輸
出

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
〇
年



順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ワキン（小赤）

リュウキン

デメキン

コメット

オランダシシガシラ

タンチョウ

ランチュウ

シュブンキン

アズマニシキ

チャキン

6，900

1,050

750

480

350

310

281

235

137

104

順位

11

12

13

14

15

16

17

＊

＊

品　種

セイブンギョ

キャリコ

スイホウガン

チョウテンガン

エドニシキ

チョウビ・パンダ

サクラニシキ

その他

すくい用金魚

品　種

合　計

数　量

101

95

72

51

37

19

16

279

1,350

12,617

数　量

弥富金魚の品種別生産量（平成 22年弥富金魚漁業協同組合調べ）単位：千尾

金魚のせり市

10

研
究
資
料 

（
一
八
八
七
）、
神
戸
の
商
人
が
前
ケ
須
に

来
て
、
三
百
尾
の
金
魚
を
買
い
求
め
神
戸

港
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し
た
の
が
最
初

で
す
。
当
時
は
、
甲
板
に
金
魚
の
入
っ
た

樽
を
並
べ
て
運
搬
し
た
た
め
、
樽
が
す
べ

て
波
に
さ
ら
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）
に
弥
富
金

魚
同
業
組
合（
内
藤
守
正
組
合
長
）
の
発
足

と
と
も
に
、
金
魚
輸
出
組
合（
同
組
合
長
）

が
組
織
さ
れ
、
仲
買
人
を
介
さ
ず
直
接
輸

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六

年（
一
九
三
一
）
に
は
二
〇
万
尾
も
の
金
魚

が
四
日
市
港
や
名
古
屋
港
か
ら
お
も
に
北

ア
メ
リ
カ
へ
向
け
て
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
の
戦
時
下
に
は
一
時
金
魚
養
殖
は

中
断
し
ま
し
た
が
、
戦
後
復
興
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
四
年（
一
九
五
九
）
の
伊
勢

湾
台
風
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
存

続
の
危
機
に
瀕
し
た
と
き
に
は
、
弥
富
金

魚
の
衰
退
は
日
本
の
金
魚
養
殖
全
体
に
関

わ
る
問
題
だ
と
し
て
、
東
京
や
大
和
郡
山

な
ど
他
の
産
地
か
ら
協
力
の
申
し
出
が
あ

り
、
親
魚
を
有
償
で
譲
り
受
け
苦
難
を
乗

り
越
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

弥
富
で
も
他
の
産
地
と
違
わ
ず
、
近
年

は
、
都
市
化
に
伴
い
養
殖
池
の
減
少
が
目

立
ち
ま
す
。
平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）
に

は
養
殖
面
積
九
八
．
五
ヘ
ク
タ
ー
ル（
観
賞

魚
全
体
、
以
下
同
じ
）
が
、
十
年
後
の
同

二
二
年（
二
〇
一
〇
）
に
は
五
六
．
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
三
〇
％
以
上
の
減
少
、
経
営
体

数
も
同
様
に
一
五
九
か
ら
九
八
と
減
少
し

て
い
ま
す
。
特
に
都
市
化
の
著
し
い
平へ
い
じ
ま島

地
区
で
は
、
区
画
整
理
事
業
と
と
も
に
後

継
者
問
題
も
あ
っ
て
金
魚
離
れ
が
進
み
、

こ
の
十
年
間
で
養
殖
面
積
は
半
減
し
ま
し

た
。

　

養
殖
池
は
、
お
も
に
水
田
の
転
用
で
一

反（
十
ア
ー
ル
）
を
数
区
画
に
分
割
し
た
も

の
が
多
く
、
共
同
で
敷
設
し
た
専
用
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
養
殖
池
に
水
を
取
り
入

れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
宅

近
く
に
は
、
タ
タ
キ
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ふ
化
用
の
池
を
備
え
て
い
ま

す
。
春
の
産
卵
、
ふ
化
か
ら
数
回
の
選
別

作
業
を
経
て
、
夏
に
は
そ
の
年
に
生
ま
れ

た
金
魚
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。
現
在
、

弥
富
金
魚
漁
業
協
同
組
合
管
内
で
は
国
内

産
の
ほ
ぼ
全
品
種
に
あ
た
る
二
五
品
種
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
週
月・
水・
金
曜

日
の
三
回
、
市
内
に
三
箇
所
あ
る
市
場
で

せ
り
に
か
け
ら
れ
、
年
間
約
一
二
六
〇
万

尾（
平
成
二
二
年
組
合
管
内
）
の
金
魚
が
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
金
魚
桶
に

頼
っ
て
い
た
運
搬
で
す
が
、
昭
和
三
十
年

代
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
少
量
の
水
と
金
魚

を
入
れ
、
酸
素
を
封
入
し
て
段
ボ
ー
ル
詰

め
に
す
る
画
期
的
な
方
法
が
開
発
さ
れ
て

か
ら
は
、
輸
送
能
力
が
格
段
に
進
歩
し
、

国
内
の
遠
方
へ
の
輸
送
や
海
外
へ
の
輸
出

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
六
年（
一
九
九
四
）
に
は
、
宇
宙
飛

行
士
向
井
千
秋
さ
ん
と
と
も
に
弥
富
金
魚

が
宇
宙
へ
飛
び
立
ち
、
宇
宙
実
験
に
貢
献

し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

江
戸
時
代
の
交
通
に
は
大
き
な
害
と

な
っ
て
い
た
木
曽
三
川
で
す
が
、
弥
富
に

は
金
魚
を
も
た
ら
す
と
い
う
大
き
な
恩
恵

を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
同
じ
木
曽
川
下

流
の
弥
富
の
中
で
も
金
魚
の
伝
え
ら
れ
た

前
ケ
須
や
そ
の
南
の
平
島
地
区
、
芝
井
地

区
で
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
見
せ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
北
に
位
置
す
る
鯏
浦
や
五

之
三
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
金
魚
養
殖
が
行

わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
限
ら
れ

た
地
域
で
の
金
魚
養
殖
の
発
展
は
、
地
形
、

地
質
な
ど
の
自
然
条
件
や
地
理
的
な
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
た
特
異
性
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
金
魚
に
つ
い
て
資
料
館
の
所
蔵

資
料
を
中
心
に
多
方
面
か
ら
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
調
査
不
足
や
疑
問

点
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
生
産

者
へ
の
取
材
や
映
像
記
録
保
存
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
資
料
収
集
、
調
査
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
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　今号と次号Vol.80の２回にわたって、
「歴史記録　輪中堤の変遷」を特集いた
します。
　なお、この資料は、創刊号からの全て
が木曽川文庫ホームページよりダウン
ロードできます。

編集後記

表紙写真
上
「根尾川」
　山口地先の用水取水堰。席田用水・真桑用水などの統
合取水施設。

中
「席田用水」
　文殊地区を流れる席田用水。かつて根尾川本流であっ
た糸貫川筋である。

下
「根尾川」
　木知原地先。清流・根尾川は、鮎釣りのシーズンには多
くの釣人で賑わう。

●訂正とお詫び
弊誌Vol .78の表紙写真「羽根谷巨石積み堰堤」の解
説に「デ・レーケの指導によって造られた」としています
が、写真の堰堤は近年造られたものでした。訂正してお
詫び致します。

平成23年

夏
Vol.79

2011

地域の歴史

地域の治水・利水施設

歴史記録

研究資料

木曽川支流・根尾川の上流に
発展してきた本巣市

根尾川上流部の利水・席田用水と
真桑用水の水争い

輪中の定義と成り立ち

輪中堤の変遷　第一編

伊藤　隆彦

木曽三川を渡ってきた弥富の金魚

Johannis de Rijke の日本語表示については、
かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、
「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・
レイケ」と表記しています。

昔
、
金
原
村
に
あ
っ
た
蛇
池
の
近
く
に
、
佐
太
郎
と
い
う
鉄
砲
う
ち
の
名
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
が
深
ま
り
、
柿
が
色
づい
て
き
た
あ
る
日
の
夕
方
、
佐
太
郎
が
戸
口
を
見
や
る
と
、
大
き
な
猿
が

柿
を
食
い
荒
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
柿
を
全
部
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
思
った
佐
太
郎
は
、
急
い
で
鉄
砲
を
猿
に
向
け
ま
し
た
。

「
ひ
と
の
柿
を
盗
む
な
」
佐
太
郎
が
ど
な
る
と
、
猿
は
あ
わ
て
る
様
子
も
な
く
、

「
わ
し
は
、
蛇
池
の
主
じ
ゃ
」
と
う
そ
ぶ
き
、
柿
を
食
べつ
づ
け
ま
す
。

あ
ま
り
の
乱
暴
ぶ
り
に
、
怒
っ
た
佐
太
郎
は
、
つい
に
引
き
金
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
空
が
に
わ
か
に
暗
く
な
り
、
暗
雲
の
な
か
か
ら
、

「
佐
太
郎
、
な
ぜ
、
池
の
主
を
撃
っ
た
」
と
ど
な
り
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

「
わ
し
は
息
た
え
る
と
も
、
こ
の
恨
み
は
忘
れ
ん
ぞ
。
こ
れ
よ
り
の
ち
、
お
前
の
家
の
作
物
は
、
き
っ
と

カ
マ
ス
に
つ
め
ろ
。
カ
マ
ス
に
つ
め
な
い
と
、
お
前
の
家
が
滅
び
る
ぞ
」

叫
び
声
と
と
も
に
、
猿
は
蛇
に
姿
を
変
え
て
、
池
に
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
佐
太
郎
の
家
で
は
、
代
々
、
田
畑
で

と
れ
た
物
は
、
必
ず
カ
マ
ス
に
つ
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
し
き
た
り
は
、
先
代
ま
で
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
農
業
を
止
め
た
の
で
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

蛇
池
は
、
昔
よ
り
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
、
雨
が
ど
れ
だ
け
降
って
も
溢
れ

る
こ
と
が
な
く
、
日
照
り
が
長
く
続
い
て
も
水
が

枯
れ
る
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。

＊
カ
マ
ス…

む
し
ろ
を
二
つ
折
り
に
し
、

縁
を
縫
い
と
じ
た
袋
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まくわ
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